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人のうこき（豊能票ら）

人　　口　1．0643　人（－19）

男　　　　5．082　（一15）

女　　　　5，561　（一4）

世帯数　　2．952　戸（－9）

（）内は前月　比
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4
月
の
書
簡
用
語
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春
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も
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季
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日日日日日

世
界
保
健
デ
ー

婦
人
の
日

発
明
の
日

逓
信
記
念
日

天
皇
誕
生
日

月
（
う
づ
き
）

卯
の
花
（
ク
ツ
ギ
）
が
咲
く
月

卯
花
月
を
略
し
た
も
の
。
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昭和51年度一般会計予算明細表

（歳入）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位千円）

款 �本年度 予算額 �馨初等算績恒　較 ��′′ 

1　町　　　　　　　税 �234，509 �181，861 �52，648 �14． 

2　地　方　譲　与　税 �10，000 �6，000 �4，000 �0．6 

23，500 �16，500 �7，000 �1．4 

23，000 �8，600 �14，400 �1．4 

5　地　方　交　付　税 �322．000 �280．000 �42，000 0 4．884 �19． 

6交通安全対算特別交 　　　　付金 �950 �950 ��0．1 

7　分担金及び負担金 �16，684 �11，800 ��1． 

8　使用料及び手数料 �3，131 �2，133 �998 �0．2 

9　回　麿　支　出　金 �478，206 �127．400 �謎0，797 �29．0 

10　県　支　出　金 �4，1020 �28，266 �1°2，754 �2． 

11財　産　収　入 �9，947 �12IO15 1 2 51．968 �△　2，068 �0． 

12　寄　　　附　　　金 �12，151 ��12，150 �0．7 

13　繰　　　入　　　金 �134，002 ��134，000 �8．1 

14　繰　　　越　　　金 �36，605 ��△15．363 �2． 

15　諸　　　収　　　入 �85，283 �95，801 �△10，518 �5． 

16　町　　　　　　　債 �216，800 �12，600 �2腿，200 �13． 

歳　入　合　計 �工647．788 �835．906 �811，882 �100．0 

款 �本年度 予i算績 �前年度 当初予算額 �比，∴i瞭 �′ノ 

1　議　　　会　　　費 �35．144 �34．741 �403 �2．1 

2　総　　　務　　　費 �168，630 �155，912 �12，718 �10． 

3　民　　　生　　　費 �187，165 �164，097 �23，068 �11． 

4　衛　　　生　　　費 �71，769 �104，434 �△32，665 �4．4 

5　労　　　働　　　費 �110．506 �79，865 �30，641 �6． 

6　農林水産業費 �62，200 �22，044 �40，156 �3． 

7　商　　　工　　　費 �11，945 �11．972 �△　　27 �0． 

8　土　　　木　　　費 �295，839 �62，384 �233，455 �18． 

9　消　　　防　　　費 �51，698 �51，993 �△　295 �3．1 

10　教　　　育　　　費 �556，431 �92，140 �464，291 �33．8 

11災害復旧費 12公　債　費 �40 91，411 �40 51．274 �0 40，137 0 0 �5． 0．3 

13　諸　支　出　金 �10 �10 

14　予　　　備　　　費 �5，000 �5，000 

歳　出　合　計 �1，647．788 �835，906 �81㌦882 �100． 

※備考　本年度予算額と前年度当初予算額において、本年度が数字の
うえで高い伸び率になっているのは、前年度が骨格予算で編
成し、補助率巣は追加予算で計上したのに対し、本年度は当
初から補助車業費を計上した関係があります。

教育委員会、中央公民館の宙話番号は（3）1355・1356

予
算
規
模
は
1
6
億
円
台
に

－
昭
和
5
1
年
廣
一

昭
和
5
1
年
3
月
定
例
議
会
は
、
去
る

3
月
1
2
日
に
関
会
さ
れ
て
以
来
、
昭
和

5
1
年
度
遠
賀
町
一
般
会
計
予
算
及
び
条

例
の
一
部
改
正
な
ど
2
1
件
の
議
案
に
つ

い
て
、
慎
重
に
審
韻
の
結
果
、
新
年
度

一
般
会
計
予
算
（
十
六
億
四
千
七
百
七

十
八
万
八
千
円
）
は
か
、
2
0
議
案
を
原

案
ど
お
り
可
決
し
、
3
月
2
6
日
を
も
っ

て
閉
会
と
な
り
ま
し
た
。

今
年
度
は
、
一
般
的
に
不
況
沈
滞
ム

ー
ド
の
な
か
で
地
方
自
治
体
の
財
政
状

況
も
さ
び
し
い
も
の
が
あ
り
ま
す
が
、

本
町
の
場
合
、
小
学
校
の
新
設
に
伴
な

う
国
の
補
助
率
業
等
が
大
巾
に
増
え
て

前
年
度
当
初
予
算
に
比
し
大
型
化
と
な

っ
た
も
の
で
す
。

歳
入
に
つ
い
て
は
、
国
庫
支
出
金
が

四
億
七
千
八
百
万
円
で
、
全
休
の
飽
％

を
占
め
前
年
度
よ
り
大
両
地
に
な
っ
た

の
を
は
じ
め
、
地
方
交
付
税
、
町
税
の

般
会
計
－

伸
び
、
お
よ
び
疎
薬
実
施
に
伴
な
う
町

値
の
増
が
歳
入
増
の
主
因
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。
小
学
校
の
新
校
建
設
に

4
億
1
千
万
円
計
上

歳
出
に
お
い
て
は
、
普
通
建
設
菰
発

費
が
全
体
の
3
8
％
を
占
め
て
お
り
ま
す

が
、
こ
の
内
訳
と
し
ま
し
て
小
学
校
建

設
費
四
億
三
千
九
百
万
円
、
防
衛
施
設

周
辺
道
路
整
備
費
一
億
五
千
六
百
万

円
、
同
和
対
策
撃
楽
費
四
千
九
百
万

円
、
八
反
田
溜
池
工
謹
賀
三
千
五
百
万

円
な
ど
が
含
ま
れ
て
お
り
ま
す
が
、
こ

の
外
失
業
対
策
費
と
し
て
、
炭
坑
離
職

者
緊
就
事
業
、
産
炭
地
域
開
発
就
労
野

菜
、
特
定
地
域
開
発
就
労
革
業
、
な
ど

一
億
九
百
万
円
が
計
上
さ
れ
、
投
資
的

経
費
と
し
て
公
共
事
業
に
使
わ
れ
る
わ

け
で
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
消
費
的
経
費
の
な
か
で
は
、

人
件
費
率
が
二
億
八
千
万
円
で
全
体
の

1
7
％
を
占
め
、
以
下
、
負
担
金
補
助
及

び
交
付
金
8
・
7
％
、
扶
助
費
、
物
件
費
が

各
々
4
・
7
％
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

特
別
会
計
総
額
で

2
億
2
千
万
円

▼
遠
賀
町
国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会

計
予
算一億
六
千
八
百
五
十
一
万
七
千
円

▼
遠
賀
町
嚢
菜
共
済
事
業
緯
別
会
計
予

算

二
千
百
六
十
一
万
八
千
円

▼
遠
賀
卿
土
地
頂
得
事
犠
特
別
会
計
予

算

八
百
七
十
万
円

▼
遠
賀
町
住
宅
改
修
資
金
貸
付
事
業
特

別
会
計
予
算
二
千
五
百
三
十
四
万
四
千
円
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昭和51年慶一般金吾十内訳

l　帥隠銀　3お　：
3　お

お出かけは　隣近所に一声か（ナて

一
圧
縮
器
蝿
町

▼
遠
賀
町
国
民
年
金
印
紙
売
り
さ
ば
き

基
金
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

こ
れ
は
、
本
年
4
月
1
日
か
ら
年
金

保
険
料
金
が
月
額
千
四
百
円
（
従
来
は

千
百
円
）
に
改
正
さ
れ
る
の
に
伴
な
い

現
在
、
印
紙
売
り
さ
ば
き
基
金
が
2
首

2
拾
万
円
で
あ
る
の
を
、
二
百
八
拾
万

円
に
引
上
げ
ろ
必
要
の
た
め
条
例
改
正

と
な
っ
た
も
の
で
す
。

▼
遠
賀
町
税
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い

て本
件
は
、
町
税
の
督
促
手
数
料
金
を

従
来
5
0
円
で
あ
っ
た
も
の
が
、
最
近
の

物
価
商
、
特
に
郵
便
料
金
の
値
上
げ
に

起
因
し
7
0
円
に
改
正
い
た
し
た
も
の
で

す。▼
昭
和
5
1
年
度
固
定
資
産
税
の
納
期
籍

1
期
分
の
特
例
に
関
す
る
条
例
の
制

定
に
つ
い
て

こ
の
件
に
つ
い
て
は
、
縦
艦
指
定
期

日
（
例
年
3
月
1
日
－
3
月
2
5
日
ま

で
）
が
、
昭
和
5
1
年
度
評
価
替
え
に
伴

な
う
地
方
税
法
の
改
正
が
未
決
定
の
た

め
、
そ
の
期
日
を
1
ケ
月
延
長
し
、
併

せ
て
1
期
分
の
納
期
を
延
長
し
た
も
の

です。
▼
遠
賀
町
手
数
料
条
例
の
一
部
改
正
に

つ
い
て

こ
れ
は
、
窓
口
事
務
関
係
の
手
数
料

を
従
来
、
5
0
円
で
あ
っ
た
も
の
を
7
0
円

に
改
正
し
た
も
の
で
す
。

こ
の
手
数
料
は
昭
和
4
7
年
4
月
に
改

正
さ
れ
て
以
来
、
そ
の
後
、
諸
物
価
の

高
騰
等
に
よ
り
、
止
む
を
得
な
く
今
回

の
改
正
値
上
げ
に
な
っ
た
も
の
で
す
。

な
お
、
印
鑑
登
録
証
の
再
鷲
録
に
つ

い
て
は
、
二
百
円
と
な
っ
て
お
り
ま
す

▼
遠
積
町
国
民
健
慮
保
険
税
条
例
の
一

部
改
正
に
つ
い
て

本
件
は
、
昭
和
5
0
年
度
国
民
健
康
保

険
税
率
の
改
正
に
伴
な
い
、
被
保
険
者

の
均
等
額
及
び
平
等
刺
繍
に
つ
い
て
、

そ
れ
ぞ
れ
6
割
と
4
割
を
減
額
し
た
金

頴
に
改
正
さ
れ
た
も
の
で
す
。

▼
遠
賀
町
印
鑑
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例

こ
れ
は
、
印
鑑
登
録
証
明
を
求
め
る

と
き
、
委
任
状
を
必
要
と
し
て
い
ま
し

た
が
、
印
鑑
手
帳
を
代
理
人
に
預
け
ろ

こ
と
自
体
が
委
任
行
為
に
当
た
る
の

で
、
「
委
任
の
旨
を
証
す
る
雷
雨
」
即

ち
委
任
状
は
不
要
と
な
っ
た
も
の
で

す
。
（
4
両
に
詳
細
を
講
述
）

収
入
役
に
三
秒
氏
が
就
任

任
期
減
了
に
伴
な
う
収
入
役
の
選
任
に
つ
い
て
は
、
三
月
定
例
議
会
に
お

昭
和
1
4
年
県
立
佐
賀
商
業
学
校
卒
業
後
詰
涌
鉱

業
㈱
、
食
棲
公
団
を
経
て
開
和
2
5
年
遠
賀
町
職

員
に
任
用
、
民
生
課
長
、
住
民
課
長
、
社
会
教

い
て
社
会
教
甫
課
長
三
秒
貞
利
氏
を
選
び
、

月
2
6
日
付
で
発
令
さ
れ
ま
し
た
。

三
秒
氏
略
歴

育
課
長
を
歴
任
、
在
職
妨
年
、
掲
載

▼
邁
賓
印
度
葉
共
済
条
例
の
一
部
改
正

に
つ
い
て

こ
の
条
例
は
、
水
稲
の
共
済
補
償
充

実
の
見
地
か
ら
、
共
済
金
の
前
額
選
択

へ
の
移
行
指
寵
の
一
預
と
し
て
、
従
来

二
一
〇
円
～
二
〇
〇
円
（
本
町
は
、
一

三
〇
円
）
で
あ
っ
た
も
の
が
、
農
業
災

害
補
償
法
の
規
定
に
も
と
づ
き
、
一
五

〇
円
～
二
二
〇
円
に
改
め
ら
れ
、
本
町

の
場
合
は
、
一
気
に
高
額
選
択
す
る
こ

と
は
無
理
で
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
一
七
〇

円
の
金
額
を
選
択
し
た
も
の
で
あ
り
ま

す。▼
水
稲
無
事
も
ど
し
金
の
交
付
に
つ
い

て遠
賀
町
農
業
共
済
条
例
の
規
定
に
も

と
づ
き
、
当
該
会
計
年
度
の
前
三
会
計

年
度
の
間
に
、
災
害
が
な
い
場
合
に
加

入
者
負
担
共
済
掛
金
の
3
分
1
に
相
当

す
る
金
額
を
加
入
者
に
無
事
も
ど
し
す

る
も
の
で
す
。

交
付
件
数
　
五
七
六
件

交
付
金
頼
　
百
十
九
万
一
千
六
百
二

十
円
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4　　　　　3

虫生活ナギノ線工事

手をかそう、きっちゃな子供とおとしより

印
鑑
登
録
の
事
務
処
理
と

委
任
状
の
廃
止
に
つ
い
て

▼
5
月
1
日
か
ら
印
鑑
柾
的
書
の
委
任

状
が
不
要
と
な
り
ま
す

こ
れ
ま
で
は
、
印
鑑
登
録
証
明
蜜
の

交
付
申
請
を
代
理
人
に
委
任
す
る
と
き

は
、
印
鑑
登
録
証
（
印
鑑
手
帳
）
と
委

任
状
（
代
理
権
授
与
通
知
番
）
が
必
要

で
し
た
が
、
印
鑑
条
例
の
改
正
に
よ
り

来
る
5
月
1
日
か
ら
は
、
印
鑑
登
録
証

明
書
の
交
付
由
蘭
を
代
理
人
に
委
任
す

る
と
き
で
も
、
委
任
状
の
提
出
の
必
要

は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
代
理
人
に
は
印

鑑
登
録
証
（
印
鑑
手
帳
）
だ
け
を
預
け

て
下
さ
い
。

た
だ
し
、
証
明
番
の
発
行
に
つ
い
て

鰭
別
の
印
出
を
さ
れ
て
い
る
人
は
、
こ

れ
ま
で
ど
お
り
委
任
状
は
必
要
で
す
。

▼
印
鑑
登
録
駈
朗
書
の
交
付
申
請
を
代

理
人
に
委
任
す
る
場
合
の
留
意
事
項

l
　
代
理
人
に
印
鑑
手
帳
を
預
け
る
こ

と
自
体
が
証
明
郵
交
付
申
話
の
委
任

行
為
に
な
り
ま
す
の
で
、
あ
な
た
が

信
頼
で
き
る
人
だ
け
に
預
け
る
よ
う

に
し
て
下
さ
い
。

2
　
あ
な
た
の
登
録
し
た
印
鑑
は
預
け

交
付
讃
録
密
に
記
入
さ
れ
て
い
る
交

付
枚
数
が
あ
な
た
が
委
任
し
た
枚
数

と
相
通
な
い
か
を
確
認
し
て
下
さ

い。印
鑑
登
録
駈
（
印
鑑
手
帳
）
は
重
要

な
書
類
で
す
。
亡
失
し
な
い
よ
う
に
特

に
注
意
し
ま
し
ょ
う

▼
登
録
す
る
帥
賃
に
つ
い
て

叢
録
す
る
印
鑑
（
実
印
）
は
、
高
価

は
も
の
を
注
文
す
る
必
要
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
氏
名
又
は
氏
及
び
名
の
一

報
を
組
み
合
わ
し
て
彫
る
よ
う
に
し

て
下
さ
い
。

店
先
で
売
っ
て
い
る
氏
だ
け
の
印

判
は
同
一
の
も
の
が
多
数
あ
り
実
印

と
し
て
全
く
不
適
当
で
す
か
ら
、
印

鑑
登
録
の
必
要
の
な
い
方
で
も
、
い

つ
で
も
登
録
で
き
る
よ
う
な
適
当
な

印
鑑
を
も
っ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

▼
印
鑑
の
登
録
に
つ
い
て

1
　
印
鑑
の
登
録
を
す
る
場
合
は
、
登

録
す
る
本
人
が
来
庁
し
て
、
運
転
免

許
証
等
の
官
公
庁
発
行
の
写
真
貼
付

の
証
明
書
の
提
示
が
必
要
で
す
が
、

こ
れ
ら
の
証
明
書
の
な
い
人
は
、
当

町
で
印
鑑
登
録
を
し
て
い
る
人
の
保

証
が
必
要
で
す
。
こ
の
保
証
も
し
て

も
ら
う
こ
と
が
で
き
な
い
人
に
は
郵

便
で
煎
会
し
ま
す
。

2
　
こ
の
登
録
由
稿
を
代
理
人
に
委
任

し
た
場
合
は
、
本
人
の
意
志
確
認
の

た
め
に
郵
便
で
照
会
を
す
る
こ
と
に

中
間
市
、
玄
海
町
が
加
入

広
域
化
し
た
伝
染
病
院
組
合

る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

代
理
の
都
合
は
交
付
申
請
轟
に
押

印
の
必
要
が
あ
り
ま
す
の
で
代
理
人

の
印
鑑
を
持
参
さ
せ
て
下
さ
い
。

代
理
人
に
預
け
た
印
鑑
手
帳
を
返

し
て
も
ら
っ
た
と
き
は
、
そ
の
場
で

遠
賀
郡
4
ケ
町
で
組
織
し
て
お
り
ま

す
伝
染
病
院
組
合
（
病
院
施
設
は
県
立

遠
賀
病
院
に
隣
接
設
置
）
に
今
回
新
た

に
中
間
市
と
玄
海
町
（
宗
像
郡
）
の
加

入
が
、
伝
染
病
院
組
合
の
識
会
で
承
認

さ
れ
郡
内
各
町
の
頚
会
に
は
か
ら
れ
取

り
決
め
と
な
っ
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。

従
来
、
伝
染
病
の
発
生
は
、
こ
こ
数

年
2
～
3
件
稜
皮
で
あ
り
、
現
有
ペ
ッ

ト
数
5
0
床
を
遙
に
下
回
っ
た
数
字
で
す

が
、
日
常
の
維
持
管
理
は
患
者
の
多
少

に
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
費
用
は
増
加
い

た
し
て
い
ろ
傾
向
に
あ
り
、
ま
た
、
両

市
町
か
ら
強
い
要
望
が
あ
り
、
今
回
の

加
入
が
容
認
さ
れ
ま
し
た
。

両
市
町
の
加
入
に
よ
り
、
伝
染
病
院

の
建
設
費
、
増
設
費
は
建
設
時
点
に
さ

か
の
ぼ
り
、
両
市
町
の
負
担
金
千
四
百

十
三
万
三
千
円
（
向
う
3
カ
年
で
負
担

）
と
な
り
、
本
年
度
分
維
持
管
理
費
九

百
七
万
八
千
円
（
両
市
町
分
）
が
負
担

さ
れ
ま
す
の
で
、
組
織
の
拡
大
に
よ
り

割
安
と
な
り
、
組
合
運
営
も
充
実
さ
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

な
り
ま
す
か
ら
、
そ
の
回
答
が
あ
る

ま
で
は
印
鑑
証
明
蕾
の
発
行
は
で
き

ま
せ
ん
。
こ
の
点
よ
く
承
知
し
て
お

い
て
下
さ
い
。

▼
駈
明
手
数
料
改
訂
の
お
知
ら
せ

約
年
以
来
、
印
鑑
、
住
民
票
、
そ

の
他
の
証
明
手
数
料
は
5
0
円
（
基
本

額
）
で
し
た
が
、
手
数
料
条
例
の
改

正
に
よ
り
戸
籍
手
数
料
と
同
額
の
7
0

円
に
4
月
1
日
か
ら
改
訂
さ
れ
ま
し

た。

又
、
印
鑑
の
登
録
を
受
け
ろ
と
き

は
印
鑑
登
録
証
（
印
撹
手
帳
）
の
交

付
手
数
料
7
0
円
（
亡
失
に
よ
る
再
交

付
は
2
百
円
）
が
必
要
に
な
り
ま

す
〇割

年
度
三
就
労
事
業
の
計
画

－
　
き
湧
～
若
松
線
な
ど
3
路
線
　
－

昭
和
5
1
年
度
失
業
対
錬
蒋
業
と
し
て

労
働
省
と
接
捗
中
で
あ
り
ま
し
た
三
就

労
事
業
（
産
炭
地
域
開
発
就
労
事
業
、

炭
鉱
離
職
者
緊
急
就
労
車
薬
、
特
定
地

域
開
発
就
労
専
業
が
、
近
日
中
に
事
業

認
可
と
な
り
着
工
の
運
び
と
な
り
ま
し

た。
計
画
の
概
要
は
次
の
と
お
り
で
す
。

▽
産
炭
地
域
開
発
就
労
啓
薬

虫
生
津
ナ
ギ
ノ
線
道
路
改
良
工
撃

工
事
長
　
8
6
3
メ
ー
ト
ル

巾
　
貝
　
　
　
1
メ
ー
ト
ル

∇
炭
鉱
離
職
者
緊
急
就
労
弾
薬

島
津
～
若
松
線
道
路
舗
装
工
貌

工
番
長
　
2
9
2
メ
ー
ト
ル

巾
　
貝
　
　
　
5
メ
ー
ト
ル

▽
特
定
地
域
開
発
就
労
啓
発

木
守
～
上
別
府
繰
通
路
舗
装
工
謡

工
革
長
　
5
8
8
メ
ー
ト
ル

巾
　
員
　
　
　
4
メ
ー
ト
ル

水
道
メ
ー
タ
ー
の
検
針
に
つ
い
て
の
お
願
い

従
来
、
萄
月
の
水
道
メ
ー
タ
ー
検
針
の
陳
、
点
検
表
で
使
用
水
丑
を
お
知

ら
せ
し
て
い
ま
す
が
、
4
月
か
ら
は
、
定
額
使
用
水
盤
（
1
0
ト
ン
以
内
）
の
家

庭
に
は
点
検
表
を
差
入
れ
な
い
よ
う
に
な
り
ま
し
た
の
で
、
お
知
ら
せ
い
た

し
ま
す
。
な
お
、
4
月
か
ら
水
道
料
金
が
変
り
ま
す
の
で
、
別
途
新
料
金
表

を
お
配
り
し
ま
す
が
併
せ
て
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。中
間
市
水
道
局
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市区町交通事故発生状況

＿堅＿二＿盆＿ �発　生　件　数 ���死　　　　者i ���偽　　　　者 
市区町 �l・　′・・　識 ���I“　i●一　　郭≡i） ���輌 
八幡西区 �286 �330 �－44 �む �7 �－1 �391 �481 �－90 

中間市 �125 �139 �－14 �0 �5 �＿　5 �160 �166 �－　6 

水巻町 �109 �93 �＋16 �0 �2 �－　2 �141 �119 �＋22 

芦屋町 �55 �72 �－17 �0 �0 �±　0 �81 �103 �－22 

遠賀町 �83 �82 �＋1 �3 �1 �＋2 �139 �120 �＋19 

岡垣町 �＿＿2L �96 �＋l �2 �1 �＋1 �137 �127 �＋10 

計 �755 �i812 �－57 �lli16 ��－　5 �1．的9 �1，116 �－67 

市　区　町　別　類　型　別

市区町別 ���八慨 西区 �中間市 �水巻町 �芦屋町 �遠賀町 �岡垣町 �計 

車 �正　　面　　衝　　突 ��22 �8 �5 �6 �13 �7 �61 出　会　頭　衝　突 ��＿＿望＿ 15 �15 �＿＿＿±L 　8 �6 �8 7 �18 �80 

対 草 �右折時‾側面衝突 ���5 ��2 ��9 �46 
左折時側面衝突 ��7 �4 �3 �0 �1 �4 �19 

追　　　　　　　　突 ��82 �21 �25 �4 �30 �21 �183 

車　　両　　単　　独 ��15 �9 �17 �2 �7 �5 �55 

そ　　　の　　　他 ��6 �10 �6 �1 �5 �8 �36 

人 �交差点 �＿理塑土＿ �＿」迫 �5 �3 �3 �0 �3 �＿＿」塾－ 7 25 横断中　桜断歩道外 ��1 �1 �1 3 �2 �1 0 �l 

対 革 �単　躇 �i横断歩道上 「謡‾ ��2 15 ��4 10 ��7 7 
横断中 �� ��6 ��1 ��65 

路上への飛び出し ��＿里＿ �4 �4 �2 �2 �4 �28 

そ　　　の　　　他 ��＿＿塑－ �15 �8 �7 �3 �5 �65 

自　転　車　対　車 ���12 �11 �9 �6 �5 �8 �51 

計 ���286 �125 �109 �55 �83 �97 �755 

とびだすな　くるまのかけに　またくるま

運
転
が
示
す
あ
な
た
の
お
人
柄

4

月

6

日

～

4

月

1

5

日

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
始
ま
る

遠
賀
町
で
は
、
昭
和
5
0
年
中
に
線
件

の
交
通
事
故
が
発
生
し
、
3
人
が
亡
く

な
ら
れ
、
灼
人
が
負
傷
さ
れ
て
い
ま

す
。
こ
れ
は
昭
和
幼
年
に
比
べ
、
発
生

件
数
で
1
件
、
死
者
2
人
、
負
傷
者
で

1
9
人
の
増
加
と
な
っ
て
い
ま
す
。
折
尾

轡
察
署
管
内
の
市
区
町
で
、
死
者
、
負

傷
者
と
も
に
増
加
し
た
の
は
遠
賀
町
と

岡
垣
町
だ
け
で
、
他
の
市
区
町
は
そ
ろ

っ
て
減
少
し
て
い
ま
す
○

こ
の
よ
う
な
状
況
の
下
で
、
4
月
6

日
か
ら
4
月
1
5
日
ま
で
の
m
日
間
、
賽

の
全
国
交
通
安
全
運
動
が
実
施
さ
れ
ま

す。
こ
の
安
全
運
動
の
重
点
日
額
は
左
記

の
と
お
り
で
す
。

▽
歩
行
者
、
特
に
こ
ど
も
と
老
人
の
交

通
事
故
防
止

こ
ど
も
と
老
人
の
交
通
事
故
は
、

昨
年
町
内
で
6
件
発
生
し
て
い
ま
す

が
、
こ
の
う
ち
の
4
件
は
路
上
へ
の

と
び
出
し
や
、
車
の
憶
測
直
後
横
断

等
歩
行
者
自
身
が
原
因
で
起
っ
て
い

ま
す
。
こ
ど
も
の
交
通
安
全
教
育
と

は
、
交
通
安
全
行
動
の
習
慣
化
で

す
。
家
庭
で
は
、
こ
ど
も
に
散
歩
や

質
物
の
陳
に
、
実
際
に
行
動
で
示
し

て
よ
く
教
え
て
あ
げ
て
下
さ
い
。
特

に
、
こ
ど
も
の
国
都
で
緻
断
歩
道
で

は
な
い
所
を
渡
る
お
母
さ
ん
を
見
か

け
ま
す
が
、
あ
と
で
こ
ど
も
が
ま
ね

を
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、
け

っ
し
て
な
さ
ら
な
い
で
下
さ
い
。
こ

ど
も
は
母
親
を
他
の
誰
よ
り
も
信
頼

し
て
い
ま
す
。
こ
の
こ
と
を
お
母
さ

ん
方
は
十
分
自
覚
し
て
、
こ
ど
も
の

交
通
疎
放
鵬
止
に
御
協
力
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

▽
白
鳥
車
利
用
者
の
事
故
防
止

自
転
車
で
の
菌
故
は
昨
年
5
件
発

生
し
ま
し
た
。
事
故
の
発
生
は
夕
方

や
夜
間
が
多
く
、
こ
れ
は
車
の
逆
転

者
の
自
転
車
発
見
が
遅
れ
る
こ
と
が

大
き
な
原
因
と
な
っ
て
い
る
た
め
で

す
。
夕
方
以
後
自
転
車
に
乗
る
抱
合

や
、
外
出
す
る
場
合
に
は
、
車
に
発

見
さ
れ
や
す
い
服
装
に
な
さ
っ
て
下

さ
い
。
黒
よ
り
も
縁
、
縁
よ
り
も
自

白
よ
り
も
赤
の
万
が
車
に
発
見
さ
れ

や
す
く
、
赤
は
黒
よ
り
も
2
倍
も
手

前
か
ら
発
見
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す

▽
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト
の
着

用
推
進
シ

ー

ト

ベ

ル

ト

と

ヘ

ル

メ

ッ

ト

の

着
用
に
つ
い
て
は
、
1
月
に
5
0
∝
以

上
の
2
輸
車
に
乗
る
人
に
、
ヘ
ル
メ

ッ
ト
の
常
用
が
義
務
づ
け
ら
れ
た
た

め
、
0
0
％
以
上
の
人
が
ヘ
ル
メ
ッ
ト

を
着
用
し
て
い
ま
す
が
、
シ
ー
ト
ベ

ル
ト
の
着
用
者
は
ご
く
わ
ず
か
で

す
。
こ
ん
な
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。

昨
年
の
1
2
月
、
東
京
の
高
架
道
路
を

l
紬
鳥
で
走
行
中
ス
リ
ッ
プ
し
、
高
架

か
ら
1
0
m
転
落
し
て
草
は
大
破
し
ま

し
た
が
、
ド
ラ
イ
バ
ー
は
シ
ー
ト
ベ

ル
ト
を
砦
け
て
い
た
た
め
1
週
間
の

打
撲
傷
で
助
か
っ
て
い
ま
す
。
シ
ー

ト
ベ
ル
ト
を
着
用
す
れ
ば
、
致
死
率

は
未
着
用
の
6
分
の
1
で
す
。
必
ず

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
着

用
し
ま
し
ょ
う
。

▽
踏
切
事
故
の
防
止

昨
年
の
踏
切
撃
故
全
国
一
は
、
ど
こ

の
県
か
ご
存
じ
で
す
か
。
残
念
な
が

ら
福
岡
県
が
全
国
一
で
す
。
昨
年
は

3
5
人
、
本
年
は
2
月
2
9
日
現
在
で
、

す
で
に
5
人
が
亡
く
な
っ
て
い
ま
す

県
下
に
は
現
在
2
4
3
9
ヵ
所
の
踏

切
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
こ
で
発
生
す

る
曹
故
は
、
い
ず
れ
も
尊
敬
に
あ
わ

れ
た
人
の
不
注
意
で
起
っ
て
い
ま

す
。
必
ず
安
全
を
確
認
し
て
か
ら
踏

切
を
渡
っ
て
下
さ
い
。

交
通
専
政
は
、
皆
さ
ん
方
一
人
一
人

の
自
覚
が
な
け
れ
ば
な
く
す
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
。
交
通
事
故
を
な
く
し
て
明

る
い
家
庭
と
明
る
い
社
会
を
つ
く
る
た

め
、
春
の
全
国
交
通
安
全
連
動
に
御
協

力
下
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま

す。
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茶 壷 �ク ウ “ブ 重 �○ 示 重 �会 i裏 書 �l葉 細 重 �復 調 一越 重 �〃l 〃 実 習 室 �会 l〃 重 く紬 �大 農 会 重 �雄 

毒 血 �士タ● 面喰 まか でら 

＝ � �g � � � �四 〇手 間 �鶉 

＝ � � � �＝ � � � � �lヽ 時 間 �繋 

＝ � � � � � � �四 �譲 

＝ � �≡ � � � � � �≡ �九 �鶉 

＝ � �昌 �高 調 �襲 

＝ �＝ �＝ � � � �ie 房 �＝）を 粛暖 

＝ �享 � �＝ � � �● ○ �当 と房 

そ の 他 �緒 言∴婚 彊 �種 苗 ��l∴水 典i 和ル ��鎧 名 篤 稿 

有i焦 ��希 �iO 

鶉 �≒∴二 五五 貸賃 里奈 � � � � �＝；士九 忌鷲 
円 �円 �円 �円 

円 � �－ � �四 01 間 �譲 －ぐち 
（全 土 言 問ml●● に問間 つIこIこ きつつ き8 議 �のの i●l● 会合 ホ広 ��円 �円 �円 

円 � �円 �円 �lヽ �鶉 で●ら 

萌讐 控〉 一重 甲∴三 富富 �� ��� 
－ �円 �四 時 間 �鶉 

円 �円 �円 

円 �円 �円 �円 �九 時 間 �襲 

円 �円 �き 南 関 �壬プし 紫 円 �円 

みなさんの役場です　電話（3）1234

公
民
館
の
使
用
に
つ
い
て
は
、
左
記

の
よ
う
な
条
例
や
規
則
で
定
め
ら
れ
て

い
ま
す
の
で
、
よ
く
お
読
み
の
上
、
公

民
館
の
運
営
に
御
協
力
下
さ
い
ま
す
よ

う
お
頭
い
い
た
し
ま
す
。

遠
賀
町
公
民
館
条
例
（
抜
す
い
）

▽
使
用
の
培
可

第
7
条
　
公
民
館
を
使
用
し
よ
う
と
す

る
者
は
、
次
に
掲
げ
ろ
事
項
を
記
載
し

た
申
請
書
を
提
出
し
、
教
育
委
員
会
の

許
可
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

1
　
使
用
者
の
住
所
、
職
業
及
び
氏

名

2
　
使
用
の
目
的

3
　
使
用
の
日
時

4
　
会
合
者
の
予
定
人
員

▽
使
用
の
制
限

第
9
条
　
教
育
委
員
会
は
、
管
理
上
必

要
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
と
き
は
、
第

7
条
の
許
可
に
つ
い
て
使
用
の
制
限
、

そ
の
他
必
要
な
条
件
を
付
け
る
こ
と
が

出
来
る
。
2
　
教
育
委
員
会
は
、
使
用
者
が
次

の
各
号
の
1
に
該
当
す
る
場
合
は
使
用

を
許
可
し
て
は
な
ら
な
い
。

㈹
公
の
秩
序
、
又
は
善
良
の
風
俗
を

乱
す
お
そ
れ
が
あ
る
と
認
め
た
場
合

㈲
社
会
教
育
法
第
2
3
条
の
規
定
に
反

す
る
と
認
め
る
と
き

▽
使
用
の
停
止
又
は
畷
消

第
1
0
条
　
使
用
者
が
、
次
の
各
号
の
l

に
該
当
す
る
と
き
は
、
教
育
委
員
会
は

使
用
の
条
件
を
あ
ら
た
ほ
付
し
、
も
し

く
は
こ
れ
を
変
更
し
、
使
用
を
停
止

し
、
又
許
可
を
取
り
消
す
こ
と
が
で
き

る。▽
使
用
料

第
m
条
　
公
民
館
の
使
用
に
つ
い
て
は

使
用
者
か
ら
使
用
料
を
徴
収
す
る
。

2
　
使
用
料
の
額
は
、
別
表
の
と
お

り
と
し
、
こ
れ
を
前
納
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

、
∇
使
用
料
の
遭
遇

第
1
3
条
　
既
納
の
使
用
料
は
返
邁
し
な

い
。
た
だ
し
次
の
場
合
に
お
い
て
は
、

そ
の
全
部
又
は
一
都
を
返
還
す
る
こ
と

が
出
来
ろ
。

1
　
使
用
者
の
貴
に
帰
す
る
と
と
の
で

き
な
い
理
由
に
よ
り
、
使
用
す
る
こ
と

が
で
き
な
い
と
き
。

2
　
使
用
前
に
使
用
の
許
可
の
取
消
、

又
は
変
更
の
申
し
出
を
な
し
、
教
育
委

員
会
が
相
当
の
理
由
が
あ
る
と
認
め
る

と
き
。
3
　
第
1
0
条
3
号
の
規
定
に
よ
り
使
用

を
停
止
し
、
又
は
許
可
を
取
り
消
し
た

と
き
。社

会
教
育
法
（
抜
す
い
）

（
公
民
館
の
運
営
方
針
）

第
公
衆
　
公
民
館
は
次
の
行
為
を
行
な

っ
て
は
な
ら
な
い
。

l
　
も
っ
ば
ら
営
利
を
目
的
と
し
て
寧

発
を
行
な
い
、
特
定
の
営
利
事
務
に
公

民
館
の
名
称
を
利
用
さ
せ
、
そ
の
他
営

利
事
業
を
援
助
す
る
こ
と
。

2
　
特
定
の
政
党
の
利
害
に
関
す
る
野

菜
を
行
な
い
、
又
は
公
利
の
選
挙
に
関

し
、
特
定
の
候
補
を
支
持
す
る
こ
と
。

3
　
市
町
村
に
設
置
す
る
公
民
館
は
、

特
定
の
宗
派
を
支
持
し
、
又
は
特
定
の

教
派
、
宗
派
若
し
く
は
教
団
を
支
援
し

て
ほ
な
ら
な
ー
い
。

遠
賀
町
公
民
館
運
営
尊
に
関
す
る
貌

則
（
抜
す
い
）

▽
開
館
時
間

第
2
条
　
公
民
館
の
開
館
時
間
は
午
前

9
時
か
ら
午
後
1
0
時
ま
で
と
し
、
都
合

に
よ
り
伸
縮
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

▽
休
館
日

第
3
条
　
公
民
館
の
休
館
日
は
、
次
の

と
お
り
と
す
る
。

用
日
曜
日

㈲
国
民
の
祝
日

㈲
年
末
、
年
始
（
1
2
月
約
日
か
ら
翌

年
1
月
3
日
ま
で
）

S
そ
の
他
館
長
が
管
理
上
必
要
と
認

め
た
日

2
　
前
号
に
定
め
ら
れ
た
日
に
鎖
務
が

生
じ
た
と
き
、
又
は
館
長
が
特
に
認
め

た
掲
合
は
こ
の
限
り
で
は
な
い
。

第
8
条
　
公
民
館
の
使
用
者
は
、
公
民

館
の
施
設
、
設
備
を
き
損
し
又
は
、

滅
失
し
た
と
き
は
、
そ
れ
に
よ
っ
て
生

じ
た
韻
書
を
賠
償
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い。

な
お
公
民
館
の
使
用
に
つ
い
て
は
、

遠
賀
町
中
央
公
民
館
内
の
敬
語
委
員
会

（
懲
話
の
1
3
5
5
又
は
1
3
5
6
）

へ
お
問
い
合
せ
下
さ
い
。

中
央
公
民
館
使
用
料

苔
貝
類
使
用
料
金

四
時
間
ま
で
一
、
0
8
円
但
し
、
一
時
地
織
週
毎
圭
一
五
〇
円
の
麗
加
筆

四
輪
関
ま
で
五
8
円
但
し
、
一
屯
舶
館
過
重
に
一
五
〇
円
の
和
地
加
筆

四
時
間
ま
で
一
、
0
8
円
但
し
、
透
間
鍋
週
毎
に
二
五
〇
円
の
穏
加
算

鵬
理
会
一
台
に
つ
皇
一
一
8
円
と
す
る
。

備
考l入
場
取
合
を
接
し
、
か
つ
鴬
．
又
は
節
奏
且
嘗
日
管
ナ
品
物
に
つ
い
て
け
十
和
加
算

2
入
場
破
会
費
壷
甑
掌
る
も
の
で
髄
罰
又
患
重
曹
昆
と
し
食
い
催
惣
び
入
場
や

会
費
を
撤
収
し
ま
で
、
営
利
又
は
商
薬
直
伝
を
目
的
と
す
る
も
の
に
つ
い
て
は
五
創
製
場
。

別
表
二
　
公
民
館
別
館
使
用
料
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規則正しい生活と親子の対話で非行防止

消
防
1
1
9
コ
ー
ナ
ー

ー
煙
の
恐
ろ
し
さ
に
つ
い
て
ー

近
頃
の
建
物
は
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
や

ア
ル
ミ
サ
ッ
シ
で
外
周
を
囲
み
、
内
部

は
個
室
化
さ
れ
た
も
の
が
多
く
な
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
室
内
に
は
石
油
な
ど
か

ら
作
ら
れ
た
化
学
製
品
が
多
く
も
ち
こ

ま
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
と
こ
ろ
で
火
車
が
起
き

る
と
、
ま
ず
、
大
量
の
煙
と
有
誌
ガ
ス

が
発
生
し
、
急
速
に
燃
焼
が
拡
大
し
ま

す。
火
車
に
よ
る
死
者
の
多
く
は
、
火
車

の
初
期
の
短
に
よ
る
も
の
で
す
。
従
っ

て
煙
の
恐
ろ
し
さ
を
十
分
知
っ
て
お
く

こ
と
が
火
事
か
ら
命
を
守
る
大
切
な
ポ

イ
ン
ト
で
す
。

▽
題
の
性
質

○
熱
気
流
は
呼
吸
性
の
熱
傷
を
お
こ

す。
○
見
通
し
が
悪
く
な
り
恐
怖
感
を
与
え

ろ。
○
有
毒
ガ
ス
を
含
ん
で
い
る
。

○
微
粒
子
が
肺
細
胞
に
入
り
窒
息
す
る

○
短
の
上
昇
は
急
速
で
あ
る
。

∇
靂
ほ
っ
か
ま
る
な

○
で
き
ろ
だ
け
姿
勢
を
低
く
し
て
避
難

する。

0
ハ
ン
カ
チ
な
ど
口
に
あ
て
て
、
呼
吸

は
小
さ
く
し
て
避
難
す
る
。

※
管
内
火
災
・
救
急
発
生
状
況
（
1
月
－
2
月
ま
で
（
　
）
内
は
2
月
分
）

〝
遠
賀
町
身
体
障
害
者
福
祉
協
議
会
発
足
〝

い
ま
ま
で
当
町
で
は
身
体
膵
害
者
の

会
と
傷
夷
再
入
会
と
別
々
に
組
織
活
動

を
し
て
い
ま
し
た
が
、
昭
和
5
1
年
度
よ

り
面
会
を
統
合
し
遠
賀
町
身
体
障
害
者

福
祉
協
議
会
と
称
を
改
め
発
足
す
る
車

に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
会
は
身
体
障
害

者
福
祉
法
と
戦
傷
病
者
特
別
援
護
法
に

基
づ
い
て
互
助
の
稀
神
を
襲
い
、
か
つ

組
織
活
動
を
促
進
し
、
以
っ
て
福
利
更

生
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま

す
。
当
町
で
、
身
体
に
障
害
の
あ
る

方
で
ま
だ
入
会
さ
れ
て
な
い
か
た
が
あ

り
ま
し
た
ら
頚
務
局
ま
で
申
し
出
下
さ

い。

輩
務
局
（
町
役
場
住
民

課
福
祉
係
内
）

泣
き
寝
入
り
せ
ず
に

た
の
も
う
検
察
審
査
会

詐
欺
、
お
ど
し
、
傷
害
、
暴
行
、
交

通
事
故
な
ど
の
被
害
を
う
け
、
警
察
や

検
察
庁
に
訴
え
た
が
、
検
事
が
そ
の
事

件
を
裁
判
に
か
け
て
く
れ
な
い
。
つ
ま

り
不
起
訴
処
分
は
ど
う
も
納
得
で
き
な

い
。
・
…
・
こ
ん
な
不
満
を
持
っ
て
い

る
方
は
い
ま
せ
ん
か
。
そ
う
い
う
万
は

そ
の
ま
ま
泣
き
攫
入
り
し
な
い
で
検
察

審
査
会
に
御
相
談
下
さ
い
。
犯
罪
を
告

訴
、
告
発
し
た
人
や
犯
罪
に
よ
っ
て
筈

を
う
げ
だ
人
で
検
事
の
不
起
訴
処
分
に

不
服
の
あ
る
方
は
、
だ
れ
で
も
審
査
申

し
立
て
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

申
し
立
て
の
費
用
は
無
料
で
、
く
わ

し
く
は
小
倉
検
察
審
査
会
専
務
局
（
小

倉
北
区
金
田
一
丁
目
・
福
岡
地
裁
小
倉

支
部
内
・
館
話
0
9
3
（
5
6
1
）
3

4
3
1
）
に
問
い
合
せ
て
下
さ
い
。

知
事
表
彰
に
白
石
三
治
郎
氏

福
岡
県
身
体
障
害
者
福
祉
大
会

身
酷
暑
福
祉
法
制
定
努
周
年
を
記
念

し
身
障
者
更
生
援
護
思
想
の
啓
発
、
普

及
を
は
か
り
、
身
障
者
の
更
生
意
欲
の

萬
場
を
は
か
る
た
め
、
標
諒
大
会
が
2

月
1
6
日
福
間
市
詣
気
ピ
ル
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
当
町
か
ら
は
東
町
に
お
住
ま

い
の
白
石
三
治
郎
氏
が
身
体
持
害
者
の

更
生
援
護
に
尽
し
た
功
績
が
特
に
顕
著

で
あ
っ
た
為
、
更
生
顔
謹
功
労
者
と
し

て
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。
今
後
と
も
お

身
体
に
気
を
付
け
ら
れ
、
町
身
障
者
の

為
、
尽
力
下
さ
る
よ
う
お
願
い
致
し
ま

す。

我
が
町
の
ク
ラ
ブ
紹
介
　
の

－
　
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
同
好
会
I
I
I

日
本
の
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
は
、
い
ま

や
世
界
の
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
で
も
一
流

国
に
な
っ
て
い
ま
す
。
世
界
選
手
権

で
も
、
女
子
は
第
4
回
以
来
3
回
連

続
ユ
ー
バ
ー
杯
を
獲
得
し
て
お
り
、

男
子
も
ト
マ
ス
杯
に
も
う
一
歩
で
手

が
届
く
と
こ
ろ
に
き
て
い
ま
す
。

パ

ド

ミ

ン

ト

は
コ
ー
ト
も
ネ
ッ
ト
も
使
わ
ず
、
た

だ
向
い
あ
っ
た
2
人
が
で
き
る
だ
け

長
く
羽
根
を
打
ち
合
う
だ
け
で
す
。

日
本
に
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
が
入
っ

て
、
ま
だ
日
も
浅
い
の
で
す
が
、
1
0

年
前
に
は
す
で
に
全
英
選
手
権
に
参

加
し
て
い
ま
す
。
短
時
間
に
急
速
に

普
及
し
、
レ
べ

ン
は
イ
ン
ド
で

生
れ
、
英
国
で

育
っ
た
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。

1

8

2

0

年

頃
イ
ン
ド
で
行

わ
れ
て
い
た
プ

ー
ナ
と
い
う
ゲ

ー
ム
は
、
洋
皮

う
も
の
で
、
こ

れ
が
イ
ン
ド
国

内
に
普
及
し
て

い
ま
し
た
。
1

8
1
4
年
イ
ン

ル
も
高
く
な
っ

た
の
は
、
バ
ド

ミ
ン
ト
ン
が
日

本
人
に
合
っ
た

ス
ポ
ー
ツ
で
あ

る
か
ら
な
の
で

し
ょ
●
つ
o

本
町
の
バ
ド

ミ
ン
ト
ン
同
好

会
は
、
現
在
会

員
は
2
2
名
で
、

毎
週
水
曜
日
の

午
後
7
時
か
ら

9
時
ま
で
、
遠

中
の
体
育
館
で

練
習
を
し
て
い

ま
す
。
2
時
間

ド
に
巡
駐
し
て
い
た
英
国
の
将
校

が
、
帰
国
後
グ
ロ
ス
タ
ー
州
バ
ド
ミ

ン
ト
ン
に
住
む
ビ
ユ
フ
ォ
ー
ド
脚
に

伝
え
、
彼
を
会
長
と
し
た
ス
ポ
ー
ツ

団
体
が
で
き
た
。
競
技
の
名
約
は
、

こ
の
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
と
い
う
地
名
か

ら
取
っ
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

日
本
に
も
こ
れ
に
似
た
ゲ
ー
ム
は

追
い
羽
根
つ
き
と
し
て
知
ら
れ
て
い

ま
す
が
、
し
か
し
こ
う
し
た
ゲ
ー
ム

パ
ッ
チ
リ
や
り
ま
す
と
、
一
汗
も
二

汗
も
か
い
て
さ
っ
ぱ
り
し
た
気
分
で

す
。
「
や
っ
て
み
よ
う
か
な
I
L
と

思
う
方
は
、
ふ
る
っ
て
御
参
加
下
さ

い
。
老
若
男
女
を
問
わ
ず
歓
迎
い
た

し
ま
す
。
で
は
、
毎
週
水
庫
目
、
午
後
7
時

～
午
後
9
時
、
遠
賀
中
学
校
体
育
館

で
お
会
い
い
た
し
ま
し
ょ
う
。
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毎月1日・20日は交通安全の日　第3日曜日は家庭の日

今
月
の
税
金

軽
自
動
車
税
　
　
全
　
期

納

期

限

　

4

月

節

目

ま

で

固
定
資
産
課
税
台
帳
統
覚
の

再
延
期
に
つ
い
て

固
定
資
産
課
税
台
帳
の
縦
覧
に
つ
き

ま
し
て
は
、
先
般
回
覧
を
も
っ
て
お
知

ら
せ
し
て
お
さ
ま
し
た
が
、
御
承
知
の

よ
う
に
ロ
ッ
キ
ー
ド
謡
件
等
の
た
め
、

法
改
正
の
国
会
審
議
が
空
転
し
改
正
法

の
成
立
が
遅
れ
た
た
め
、
縦
覧
期
間
を

更
に
左
記
の
と
お
り
延
期
し
ま
し
た
の

で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

▽
縦
覧
期
間

昭
和
軌
年
4
月
1
2
日
か
ら

昭
和
軌
年
5
月
l
日
ま
で

▽
縦
覧
場
所

遠
賀
町
役
場
財
務
課
税
務
係

成
人
老
人
病
検
診
中
止
に
つ
い
て

毎
月
第
3
月
曜
日
の
午
後
実
施
し
て

お
り
ま
し
た
成
人
老
人
病
検
診
を
、
都

合
に
よ
り
4
月
か
ら
中
止
い
た
し
ま
す

の
で
、
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

昭
和
引
年
度
身
体
障
害
者

巡
回
相
接
の
お
知
ら
せ

身
体
障
害
者
に
対
し
巡
回
し
て
医
学

的
判
定
等
を
行
な
い
、
又
更
生
に
必
要

な
相
談
に
応
じ
、
媛
幾
の
万
全
を
期
す

る
た
め
、
巡
回
相
談
が
次
の
と
お
り
実

施
さ
れ
ま
す
の
で
利
用
さ
れ
ま
す
よ
う

お
知
ら
せ
し
ま
す
。
な
お
、
巡
回
相
談

当
日
の
混
雑
を
防
ぐ
た
め
、
前
も
っ
て

巡
回
相
談
予
約
受
付
を
行
い
ま
す
の
で

代
理
人
で
も
け
っ
こ
う
で
す
の
で
予
約

受
付
を
行
っ
て
下
さ
い
。

▽
対
患
者

身
体
障
害
者
手
帖
所
持
者
で
次
の
5
の

う
ち
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
相
談
の
必

要
が
あ
る
者
、
及
び
身
体
に
磯
節
的
な

障
害
を
有
し
、
身
体
障
苦
者
手
帳
の
交

付
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
（
た
だ
し
内

部
障
害
者
を
除
く
）

▽
巡
回
相
駿
内
容

0
0
補
装
具
の
交
付
又
は
修
理
の
処
方
並

び
に
適
合
判
定

㈲
更
生
医
旗
給
付
要
否
の
判
定

の
身
体
障
害
者
更
生
援
護
施
設
又
は
社

会
福
祉
施
設
へ
の
入
所
指
導

用
身
体
階
害
者
手
帳
交
付
に
関
す
る
診

断
（
た
だ
し
内
部
障
害
者
を
除
く
）

㈲
そ
の
他
更
生
相
談
に
関
す
る
こ
と
。

▽
巡
回
柏
駁
予
約
受
付
日

昭
和
瓢
牢
6
月
1
0
日

午
前
1
0
時
－
1
2
時
ま
で

遠
賀
町
役
場
保
険
室

▽
巡
回
相
飯
目

昭
和
5
1
年
6
月
1
5
日

午
前
的
時
－
午
後
3
時
ま
で

岡
垣
阿
東
都
田
接
所

▽
持
参
晶

身
体
障
害
者
手
帳
（
交
付
済
者
の
み
）

印
鑑
、
筆
記
具

尚
、
戦
傷
病
者
の
巡
回
相
談
は
右
の
身

体
博
害
者
巡
回
相
談
と
同
じ
日
時
場
所

で
お
こ
な
い
ま
す
が
補
装
具
の
交
付
申

請
に
つ
い
て
は
6
月
1
4
日
午
前
1
0
時
か

ら
午
後
3
時
ま
で
中
間
市
垣
生
の
社
会

福
祉
セ
ン
タ
ー
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

心
配
こ
と
相
綴
目
の
お
知
ら
せ

家
庭
の
悩
み
、
交
通
疎
放
の
相
談
な

ど
困
っ
て
い
る
問
題
に
つ
い
て
相
談
を

受
け
ま
す
。
相
談
内
容
に
つ
い
て
は
、

秘
密
厳
守
を
い
た
し
ま
す
。

▽
相
談
日
　
毎
月
1
0
日
・
2
3
日

午
後
1
時
～
4
時
ま
で

（
当
日
が
⊥
無
品
、

祝
祭
日
の
場
合
は
次
週
の

月
曜
日
）

▽
場
　
所
　
遠
賀
町
旧
公
民
館

籍
2
回
遠
賀
町

男
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
せ
ま
る

5
1
年
度
体
育
行
革
の
ス
タ
ー
ト
と
し

て
、
第
2
回
遠
賀
町
男
子
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
大
会
を
、
左
記
の
と
お
り
開
催
い
た

し
ま
す
の
で
、
各
地
区
と
も
ふ
る
っ
て

御
参
加
下
さ
い
。

▽
日
時
　
1
月
2
5
日
（
日
）

午
前
1
0
時
か
ら

▽
場
所
　
遠
賀
中
学
校

▽
種
別
　
男
子
6
人
制
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

今
月
の
走
ろ
う
会

▽
日
時
　
　
4
月
1
8
日
（
日
）

午
前
9
時
か
ら

▽
集
合
場
所
　
遠
賀
町
中
央
公
民
館

☆

募

集

中

※
国
民
健
魔
保
険
保
健
婦

遠
賀
町
国
民
健
康
保
険
保
健
婦
を
、

左
記
の
と
お
り
募
集
い
た
し
ま
す
。

・
資
格
　
　
保
健
婦
の
資
格
を
お

持
ち
の
方

・
募
集
人
員
　
l
名

・
募
集
期
間
　
昭
和
5
1
年
5
月
末
日

ま
で

・
年
　
令
　
4
5
歳
ま
で
の
婦
人

・
提
出
沓
類
∴
鳳
麻
蚕
一
通
（
写
真

添
付
の
こ
と
）

な
お
詳
細
に
つ
い
て
は
、
遠
賀
町

役
場
騰
落
課
ま
た
は
厚
生
課
に
お
尋

ね
下
さ
い
。

☆
試
　
験

※
不
動
産
鑑
定
士
第
1
次
賦
験

詳
細
は
、
福
岡
県
企
画
開
発
部
土
地

対
策
課
・
鐙
話
0
9
2
（
1
1
2
）

8

6

5

9

へ

※
遠
賀
郡
消
防
職
員
採
用
試
験

詳
細
に
つ
い
て
は
、
遠
賀
郡
消
防
署

総
務
課
・
寓
話
㈲
1
2
3
1
へ
お
問
い

合
わ
せ
下
さ
い
。

水
道
工
事
当
番
店
の

お
知
ら
せ
（
1
月
分
）

▽
福
田
工
務
店

l
　
●
－
．
〇
　
●
9

泌
・
柳
日

▽
高
崎
工
務
店

2
・
6
●
1
0

約
・
5
0
日

▽
佐
伯
工
事
店

3
・
1
・
Ⅱ

惑
話
の
0
1
6
8

●
1
3
●
1
7
●
2
1
白

檀
話
の
1
6
2
5

●
1
4
・
1
8
．
2
2
日

能
話
の
0
1
1
0

●
1
5
●
1
9
●
2
3
●
2
7
日

▽
水
谷
工
務
店

悪
筆
局
（
0
。
謹
崇
撰

4
・
8
・
1
2
・
1
6
・
如
・
2
4
・
2
8
日

香
典
返
し
の
お
礼

次
の
方
か
ら
町
社
会
福
祉
協
議
会
に

ご
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

心
か
ら
故
人
の
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た

し
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

敬
一
田
信
義
殿

（
浅
木
）
一
団
ヒ
サ
エ
様


